
（学校運営協議会・報告様式） 

 

令和７年度 第１回   長太小学校 学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和７年  ５月 １５日（木）１６：００～ １７：００   

 

２ 場 所      図書室 

 

３ あいさつ（学校長、委員長） 

（１） 委員長 

・新年度になり、新しい委員さんもみえるので、後で自己紹介をしてもらう。議事に、組織と規

則とある。私は規則を見るのが初めてであるが、今後の運営協議会に活かしていきたい。  

（２） 学校長 

・令和７年度が始まりあっという間に 1カ月半がたった。まだまだ不慣れではあるが子どもた

ちはとても素朴でいい子たちでしっかりと着実に成長を続けている。素直ないい子たちなの

で、さらにまた力をつけていけるよう学校の方でも取り組んでいきたい。ご支援をよろしくお

願いしたい 

・分からないとこがたくさんあるので、この場を通じて、いろいろなこと、地域のことなどを教え

ていただきたい。 

 

４ 自己紹介（運営委員１０名、学校長、教育委員会事務局教育支援課１名、教頭） 

 

５ 協議内容 

（１） 学校運営協議会の組織と運営について 

（２） 本年度の学校経営方針等について 

① 令和７年度長太小学校経営方針 

② 令和７年度学校経営の改革方針 

③ 令和７年度の年間計画について 

（３） 令和７年度学校運営協議会開催日程について（予定）について 

      第２回  ７月４日（金）  １４時４５分より 長太小・図書室 

                        ※１３時４５分より授業参観 

      第３回  ８月２５日（月）  ９時より      長太小・図書室 

      第４回 １１月２５日（火）１６時より      大木中 



             ※第４回は大木中学校区合同で実施 

      第５回  ２月２０日（金）１６時より      長太小・図書室 

      第６回  ３月 ５日（木）１６時より      長太小・図書室  

 

【いただいたご意見等】 

・提案はすべて承認された。 

・規則に「委員の任期は１年で再任は防げない。」とあるが、委員長は、３年と聞いたが。 

 →３年。内規にある。一年間退任したら、再任できる。 

・私の地区でも外国人の児童が増えている。日本語がどのくらい通じるのか。朝は「おはよ 

う」と声かけをするが、それから前へは進まない。どこまで、話したらいいのか。通じるのか。

できるだけ、朝は集団に付いて来るようにしている。帰りはどうなのか心配している。 

→外国人の児童は、増えてきている。言葉は通じる子が多いが、まだ言葉が難しい児童も友

達との関わりの中で吸収していっている。また、日本語指導が必要な児童は（長太小独

自の）国際のクラスでの勉強もしている。声をかけてあげることは勉強になるので、これか

らも声をかけてあげてほしい。 

・この間のニュースでどこかの小学校に酒を飲んだ２人が入ってきて暴れたというものがあっ

たが、コミュニケーション自身（先生と話す）がないのか。これから、話し合う力も大事であ

る。現在は、カスタマーハラスメントということもあると思う。 

・不審者に対する訓練は有効である。抜き打ちも大事。小さい子がびっくりしてトラウマになっ

ても困る。事前の訓練が大事。 

・今、小中で ICT教育に力を入れていると聞いているが、小中、高とつながっていってほし

い。小中もつながる ICT教育であってほしい。英語の学習等も小学校から中学校へとつな

がる教育であってほしい。 

・クロムブックを家庭で使っているのを見たことがあるが、１年生の小さいうちからうまく使っ 

て、予習や復習など反復していくといいと思う。 

 

６ 連絡 

（１） 連絡配信アプリ「スクリレ」について 

※学校運営協議会の案内等を配信させていただく予定。 

（２） 第２回学校運営協議会について 

      ・学校長より 

      ・子どもの様子、学校施設について 

      ・令和７年度児童数及び今後１０年間の推移 



 

【教育支援課より】 

・学校長から鈴鹿市運営協議会の規則の説明があった。会議の内容や情報には守秘義務

がある。 

・「コミュニティ・スクールに関する意識調査結果概要」（昨年１２月のアンケート）を分かりや

すくまとめてある。見ておいていただきたい。 

・鈴鹿市全体で外国にルーツのある児童が増えている。今までは、校区によってばらつきが

あったが、今では、いろいろな地域へ広がっている。長太小の校区でも増えていく。日本全

体がグローバルになっている。委員さんが言われたように、入ってきた方が長太地区で気持

ちよく生活できるように、温かい声かけを今後もお願いしたい。 

・小中高に１本、筋が入っていないのではという意見があったが、小学校、中学校の取組とし

ては、「中１ギャップをなくそう」ということで努力している。今後も小中連携を充実させてい

きたい。 

・教育委員会としても小学校・中学校９年間でうまく系統させていくように考えていきたい。 

・今後も忌憚のないご意見をよろしくお願いしたい。 


